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○
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
四
十
七
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
基
づ

き
、
遊
戯
施
設
の
客
席
部
分
の
構
造
方
法
を
定
め
る
件
（
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
六
号
）
の
全
部
を

改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

遊
戯
施
設
の
客
席
部
分
の
構
造
方
法
を
定
め
る
件

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
基
づ

き
、
遊
戯
施
設
の
客
席
部
分
の
構
造
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一

平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
十
九
号
の
別
表
第
一
（
以
下
「
別
表
第
一
」
と
い
う
。
）
の
遊
戯
施
設
の

種
類
の
欄

項
か
ら

項
ま
で
及
び

項
に
掲
げ
る
遊
戯
施
設
並
び
に
同
告
示
の
別
表
第
二
（
以
下
「
別
表
第
二
」

(一)

(三)

(五)

と
い
う
。
）
の
遊
戯
施
設
の
種
類
の
欄

項
か
ら

項
ま
で
及
び

項
か
ら

項
ま
で
に
掲
げ
る
遊
戯
施
設
の
客
席

(一)

(三)

(五)

(七)

部
分
の
構
造
方
法
は
、
別
図
に
定
め
る
加
速
度
領
域
一
か
ら
加
速
度
領
域
三
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
加
速
度
（
単
位

は
メ
ー
ト
ル
毎
秒
毎
秒
と
し
、
継
続
時
間
が
〇
・
二
秒
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
十
二
未
満

の
横
方
向
の
加
速
度
が
客
席
部
分
に
生
ず
る
も
の
に
つ
い
て
、
次
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
客
席
部
分
に
生
ず
る
前
後
方
向
及
び
上
下
方
向
の
加
速
度
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
身
体
保
持
装
置
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
そ
の
他
の
客
席
部
分
に
い
る
人
が
客
席
部
分
か
ら
落
下
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

別
図
に
定
め
る
加
速
度
領
域
一
及
び
加
速
度
領
域
二
の
範
囲
内
に
あ
る
加
速
度

次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

解
除
し
、
又
は
緩
め
る
た
め
に
、
乗
客
、
運
転
者
又
は
運
転
補
助
者
に
よ
る
意
図
的
な
操
作
を
必
要
と
す
る

構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ

運
転
者
又
は
運
転
補
助
者
に
よ
る
装
着
確
認
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

座
席
に
背
も
た
れ
を
設
け
、
か
つ
、
装
着
し
て
い
る
間
に
乗
客
が
容
易
に
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

構
造
で
あ
る
こ
と
。

二

別
図
に
定
め
る
加
速
度
領
域
三
の
範
囲
内
に
あ
る
加
速
度

次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

前
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

客
席
部
分
に
い
る
人
の
体
格
に
応
じ
て
位
置
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
客

席
部
分
に
い
る
人
が
客
席
部
分
か
ら
落
下
す
る
お
そ
れ
が
な
い
構
造
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
の
身
体
保
持
装
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
客
席
部
分
に
生
ず
る
横
方
向
の
加
速
度
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

三
以
上
五
未
満
の
加
速
度

客
席
部
分
に
い
る
人
に
対
し
個
別
に
設
け
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
横
方

向
の
加
速
度
に
よ
る
横
滑
り
を
防
止
で
き
る
よ
う
、
座
席
に
突
起
を
設
け
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

五
以
上
十
二
未
満
の
加
速
度

次
に
掲
げ
る
客
席
部
分
に
生
ず
る
前
後
方
向
及
び
上
下
方
向
の
加
速
度
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
加
速
度

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

前
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(2)

客
席
部
分
に
生
ず
る
横
方
向
の
加
速
度
に
よ
り
客
席
部
分
に
い
る
人
が
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
な
い
よ

(3)
う
、
緩
衝
材
そ
の
他
の
上
体
を
保
護
す
る
部
材
を
設
け
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ロ

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
加
速
度

イ
（

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

４

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
保
持
装
置
は
、
客
席
部
分
に
別
図
に
定
め
る
加
速
度
領
域
一
か
ら
加
速
度

領
域
三
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
加
速
度
が
生
ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

客
席
部
分
の
床
（
床
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
座
席
面
。
第
七
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
最
高
部
の

高
さ
が
地
盤
面
（
客
席
部
分
の
外
側
に
十
分
な
広
さ
の
床
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
床
。
以
下
同
じ
。
）
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か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
（
第
七
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

第
二
項
第
二
号
ロ
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

客
席
部
分
が
四
十
五
度
以
上
傾
斜
す
る
場
合
（
事
故
等
で
停
止
し
た
場
合
に
客
席
部
分
に
い
る
人
が
客
席
部
分

か
ら
落
下
す
る
こ
と
な
く
速
や
か
に
客
席
部
分
が
水
平
に
戻
る
も
の
又
は
客
席
部
分
を
壁
若
し
く
は
囲
い
で
囲
う

等
客
席
部
分
に
い
る
人
が
客
席
部
分
の
外
へ
落
下
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
も
の
を
除
く
。
）

第

二
項
第
一
号
イ
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

第
二
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

客
席
部
分
に
い
る
人
に
対
し
個
別
に
設
け
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

解
除
し
、
又
は
緩
め
る
た
め
に
、
運
転
者
又
は
運
転
補
助
者
に
よ
る
意
図
的
な
操
作
を
必
要
と
す
る
構
造
で

あ
る
こ
と
。

５

手
す
り
そ
の
他
の
客
席
部
分
に
い
る
人
が
自
ら
の
身
体
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

６

乗
降
口
の
扉
を
設
け
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

施
錠
す
る
装
置
を
設
け
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
運
転
中
に
扉
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
で
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二

開
閉
す
る
た
め
に
、
乗
客
、
運
転
者
又
は
運
転
補
助
者
に
よ
る
意
図
的
な
操
作
を
必
要
と
す
る
構
造
で
あ
る
こ
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と
。

三

動
力
を
用
い
て
開
閉
す
る
扉
に
あ
っ
て
は
、
扉
の
開
閉
に
よ
り
身
体
の
一
部
が
挟
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
か
、
又
は
そ
の
閉
ま
る
力
が
百
五
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
下
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

７

客
席
部
分
に
別
図
に
定
め
る
加
速
度
領
域
一
の
範
囲
内
に
あ
る
加
速
度
が
生
ず
る
場
合
（
客
席
部
分
に
生
ず
る
横

方
向
の
加
速
度
が
三
未
満
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
第
四

項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

客
席
部
分
の
床
の
最
高
部
の
高
さ
が
地
盤
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

第
二
項

二

次
に
掲
げ
る
客
席
部
分
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
構
造
の
側
壁
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
（

以
下
「
側
壁
等
」
と
い
う
。
）
を
客
席
部
分
に
設
け
、
か
つ
、
乗
降
口
に
前
項
に
定
め
る
構
造
の
扉
を
設
け
た
場

合
（
客
席
部
分
に
床
が
な
い
場
合
を
除
く
。
）

第
二
項
及
び
第
五
項

イ

客
席
部
分
に
い
る
人
が
座
席
に
座
っ
て
利
用
す
る
も
の
で
、
客
席
部
分
の
床
の
最
高
部
の
高
さ
が
地
盤
面
か

ら
五
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
客
席
部
分

床
面
か
ら
の
高
さ
が
五
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
座

席
面
か
ら
の
高
さ
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
側
壁
等

ロ

客
席
部
分
に
い
る
人
が
座
席
に
座
っ
て
利
用
す
る
も
の
で
、
客
席
部
分
の
床
の
最
高
部
の
高
さ
が
地
盤
面
か

ら
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
客
席
部
分

床
面
か
ら
の
高
さ
が
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
座
席

面
か
ら
の
高
さ
が
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
側
壁
等
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ハ

客
席
部
分
に
い
る
人
が
立
っ
て
利
用
す
る
客
席
部
分

床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
側
壁

等

第
二

別
表
第
一
の
遊
戯
施
設
の
種
類
の
欄

項
に
掲
げ
る
遊
戯
施
設
の
客
席
部
分
の
構
造
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と

(四)

こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

勾
配
が
、
別
表
第
一
の
勾
配
の
欄

項
に
掲
げ
る
数
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(四)

二

高
さ
を
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
水
を
流
し
た
水
路
（
以
下
「
滑
走
路
」
と
い
う
。
）
を
滑
走
す
る
人
に
走
行

方
向
に
直
交
す
る
方
向
に
遠
心
力
が
作
用
す
る
部
分
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
当
該
遠
心
力
に
よ
り
滑
走
す
る
人
が

外
に
飛
び
出
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
高
さ
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。
）
以
上
と
し
た
側
壁
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ

し
、
次
に
掲
げ
る
部
分
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

滑
走
路
へ
の
乗
入
口

ロ

滑
走
路
か
ら
の
出
口
（
当
該
出
口
の
直
前
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
を
直
線
と
し
、
か
つ
、
当
該
出
口

に
深
さ
を
八
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
当
該
出
口
の
先
端
か
ら
の
長
さ
を
六
メ
ー
ト
ル
（
安
全
上
支
障
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
）
以
上
と
し
た
プ
ー
ル
を
設
け
た
場
合
に
限
る
。
）

ハ

滑
走
路
の
両
側
に
落
下
防
止
用
の
張
り
出
し
部
分
が
設
け
ら
れ
て
い
る
部
分
（
曲
線
部
分
を
有
し
な
い
も
の

に
限
る
。
）

第
三

別
表
第
二
の
遊
戯
施
設
の
種
類
の
欄

項
に
掲
げ
る
遊
戯
施
設
の
客
席
部
分
の
構
造
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と

(四)
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こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

定
常
円
周
速
度
が
、
別
表
第
二
の
定
常
円
周
速
度
の
欄

項
に
掲
げ
る
数
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(四)

二

客
席
部
分
を
壁
、
床
、
天
井
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
囲
い
、
か
つ
、
乗
降
口
に
第
一
第
六
項
に
定
め

る
構
造
の
扉
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
盤
面
か
ら
客
席
部
分
ま
で
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
第

一
第
七
項
第
二
号
に
該
当
す
る
構
造
と
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四

客
席
部
分
に
は
、
遊
戯
施
設
の
使
用
の
制
限
に
関
す
る
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該

遊
戯
施
設
の
乗
り
場
に
お
い
て
当
該
事
項
を
掲
示
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

遊
戯
施
設
の
非
常
止
め
装
置
の
構
造
方
法
を
定
め
る
件
（
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
同
告
示
の
別
表
第
二
」
の
下
に
「
（
以
下
「
別
表
第
二
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
遊
戯
施
設
を
除

く
」
を
「
遊
戯
施
設
を
除
き
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
遊
戯
施
設
並
び
に
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二

(四)

百
四
十
七
号
の
別
図
に
定
め
る
加
速
度
領
域
一
か
ら
加
速
度
領
域
三
ま
で
の
範
囲
内
に
あ
る
加
速
度
（
単
位
は
メ
ー

ト
ル
毎
秒
毎
秒
と
し
、
継
続
時
間
が
〇
・
二
秒
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
十
二
未
満
の
横
方

向
の
加
速
度
が
客
席
部
分
に
生
ず
る
遊
戯
施
設
（
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
遊
戯
施
設
を
除
く
。
）
に
限
る
」
に
改

(四)
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め
る
。

３

遊
戯
施
設
の
定
期
検
査
報
告
に
お
け
る
検
査
及
び
定
期
点
検
に
お
け
る
点
検
の
項
目
、
事
項
、
方
法
及
び
結
果
の

判
定
基
準
並
び
に
検
査
結
果
表
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
十

の
項

の
欄
中
「
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
六
号
第
一
第
四
号
」
を
「
平
成
二
十
九
年

(二)

(ろ)

国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
四
十
七
号
第
二
第
二
号
」
に
改
め
る
。
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別
図

0-12 -7

2

7

-2 2

9.8

とは、加速度領域一を示す。 とは、加速度領域二を示す。

とは、加速度領域三を示す。

注１）

注２） 横軸上における正の値は前方向の加速度、負の値は後方向の加速度を示す。

注３） 縦軸上における正の値は上方向の加速度、負の値は下方向の加速度を示す。

前後方向の加速度（m/s2）

上
下
方
向
の
加
速
度（

m
/
s
2）

注４） ◎とは、停止時の状態を示す。

◎

注５） 領域間の境界線上の場合は、そのうち最も大きい領域とする。

とは、加速度領域三超を示す。


